
授業科目 臨床精神医学

【担当教員名】 対象学年 2 ！: 対象学科 : i 作業療法学科

渡追良弘 開講時期 後期後半 : i 必修・選択:i 必修

単位数 I I 時間数 i 15 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>] 

精神医学の概念と言葉を整理し、臨床現場の実際に則したものとして活用する準備ができる

精神療法のあらましを理解し、精神科臨床のコミュニケーション・スキルを知る

代表的な精神疾患の事例読解に取り組み、精神疾患の特徴、生活の困難、治療について把握する。

【＜学習目標＞又は＜行動目標： SE

1)精神医学の面接について技法を知る

2)グループのなかにおける心の動きについて理解する

3)認知行動療法についてそのあらましを把握する。

4)非言語的な精神療法である描画療法について知識をもち作業療法に応用する

5)精神疾患の事例を吟味検討し、その概念を整理し理解を深める

回 授業計画又は学習の主題 S80 

数 番号 学習方法・学習課題又は備考・担当教貝

1精神科治療学精神療法 1) 個人精神療法 1講義／渡邊良弘

2精神科治療学精神療法 2) 集団精神療法 2講義／渡追良弘

3精神科治療学認知行動療法 3講義／渡湿良弘

4精神科治療学精神療法 3) 描画療法 4講義／渡邊良弘

5統合失調症の事例とまとめ 5講義／渡追良弘

6認知症の事例と考察 5講義／渡遥良弘

7蹂うつ病の事例と考察 5講義／渡邊良弘

【使用図書】 く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

精神医学テキスト 改訂第2版上島国利・立山萬里、南江堂、 4200円＋税

（必ず教籍購科入）書する書

参考書・ 1) 「精神科臨床ノート」青木省三、日本評論社、 2000円＋税 2) 「精神科臨床とはなにか」内海健

星和書店、 2500円＋税 3)精神科治療の覚書、中井久夫、日本評論社、 2000円＋税

その他の資料
プリントを配布する。

【評価方法］ 【屈修上の留意点］

講義出席状況と積極的態度、 ブリントは講義と教科書を補う資料である。

資料音読、ロール・ブレイヘの参加（

期末テストを総合評価する
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